
             

 

 

公益財団法人 鹿児島県移植医療アイバンク推進協会    

令和８年度事業計画 

 新規は赤字                               

１．移植医療に関する知識の普及・啓発に関する事業   

（１）関係機関団体との連携による普及・啓発  

・１０月臓器移植普及推進月間における普及・啓発 

街頭キャンペーン、グリーンライトアップ（城山ホテル鹿児島、かごしま水族

館、山形屋、南日本銀行、鶴丸城御楼門、アミュラン）、大型ビジョン（センテ

ラス・アミュ）公立図書館特設ブースの設置、大規模商業施設でのデジタルサイ

ネージ（電子看板）の活用等 

 ・研修会、各地の健康まつり等イベント会場、商業施設でブース出展、リーフレ 

ット等配布 

・医療機関、市町村、協力団体、企業関係団体へのポスター、リーフレット等配布

による協力依頼 

・グリーンリボン・ドライバー・ステッカー贈呈式（県トラック協会） 

・市民健康まつりに出展 

・陸上自衛隊川内駐屯地の式典に出展 

（２）移植医療出前講座等 
・県コーディネーター等を学校、企業等へ派遣  

（３）情報媒体等を活用した普及啓発 

 ・ホームページ、ＳＮＳ、タウン情報誌、マスメディアの活用 

  フリーペーパーの活用（リビング新聞等）、マスメディアへの取材働きかけ 

・情報・啓発誌（協会だより）の発行 

（４）各種団体総会等での普及啓発 

 ・ライオンズクラブの大会等で普及啓発  

（５）腎移植者でピアニストである児嶋由紀氏の移植体験談とピアノ演奏会等を開 

催（１０月２４日、於：薩摩川内市国際交流センター） 

 

２．眼球提供者の募集及び登録管理並びに角膜のあっせんに関する事業 

 （１）意思表示リーフレットの配布、提供登録者のデータベース作成 

（２）角膜のあっせん（大学病院と連携、県コーディネーター派遣、家族対応搬送等） 

（３）眼球摘出体制の整備及び支援、関係団体との連携 

     

３．円滑な臓器提供・移植のための関係機関等との調整協力事業 

（１） 臓器あっせん業務へのコーディネーター派遣 

 ・ドナー候補者家族への対応 

 ・臓器の搬送及び手配等 

（２）ドナー候補者発生時の関係機関との連絡調整（協力体制づくり） 

・情報：日本臓器移植ネットワーク  



 

 

・摘出施設：県内医療施設  

・検視：県警察本部   

・臓器搬送：防災航空センター、県警本部、市町村消防局   

・移植施設：鹿児島大学病院(腎臓・角膜)  

（３）臓器提供後における連絡調整 

・ドナーへの感謝状贈呈  

・レシピエント経過等ドナー家族及び提供施設への報告 

・あっせん活動過程等の報告 

 

４．医療機関における臓器提供・移植に係る医療体制の整備に関する事業 

（１）院内体制整備の支援      

   ・院内における臓器提供マニュアル作成、勉強会等の支援  

  ・院内コーディネーターへの学会等参加費の補助      

  ・臓器提供施設連携体制構築事業への支援 

（２）県コーディネーター協力病院の定期訪問及び情報交換 

 ・医師及び院内コーディネーター等への最新情報の提供      

・職員等への啓発活動（研修会の実施）            

（３）移植医療実務者研修会の開催（年２回） 

（４）臓器提供の施設、功労者への感謝状の贈呈等の表彰 

   

５．臓器移植希望者に対する支援事業 

（１）相談業務     

・医療機関、移植希望者、レシピエント登録方法等の相談・支援 

（２）腎臓移植希望者の新規登録時の組織適合検査費用の助成 

   

６．コーディネーターの資質向上のための各種研修会、会議等への派遣  

・都道府県臓器移植コーディネーター研修会等 

・アイバンクセミナー       

・移植医療関係研修・学会等 

 

７．財政基盤の確立 

（１）医療機関、企業、団体等に広く賛助会費・寄付金の募集 

（２）寄付金付き支援型自動販売機の設置の推進（現在県下１５施設） 

 

８．役員会等の開催について 

・理事会の開催（６月、３月） 

 ・評議員会の開催（６月） 

 ・移植医療推進会議の開催（３月） 


